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東
京
◆　

２
月
中
旬
、
二
期
会
創
立　

周
年
記
念
の
オ
ペ
ラ

６０

公
演
を
聞
く
機
会
を
得
ま
し
た
。
演
目
は
伊
パ
ル
マ
劇
場
と
の

提
携
に
よ
る
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の「
ナ
ブ
ッ
コ
」。　

歳
の
俊
英
バ
テ

２４

ィ
ス
ト
ー
ニ
氏
の
指
揮
に
酔
い
し
れ
、
二
期
会
な
ら
で
は
の
合

唱
も
見
事
で
し
た
が
、
中
で
も
主
役
を
担
っ
た
ミ
ラ
ノ
在
住
の

上
江
隼
人
氏
の
情
感
あ
ふ
れ
る
バ
リ
ト
ン
は
秀
逸
で
し
た
。
日

本
人
の
内
向
き
志
向
が
云
々
さ
れ
る
中
、
少
な
く
と
も
芸
術
文

化
で
は
バ
レ
エ
ば
か
り
で
な
く
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。

　

さ
て
３
月
の
講
演
会
に
は
、
中
岡
望
氏
（
東
洋
英
和
女
学
院

大
学
教
授
）、
三
品
和
広
氏
（
神
戸
大
学
大
学
院
教
授
）、
小
菅

信
子
氏
（
山
梨
学
院
大
学
教
授
）、
澄
川
喜
一
氏
（
東
京
藝
術
大

学
名
誉
教
授
）、
前
田
昌
孝
氏（
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
主
任

研
究
員
）
を
お
招
き
し
ま
す
。
新
会
員
を
紹
介
し
ま
す
。
松
野

下
正
秀
・
電
源
開
発
総
務
部
長
。 

（
塚
田　
紀
史
）

　

経
済
倶
楽
部
便
り
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◆
中
部
◆　

名
古
屋
地
区
は
中
部
電
力
の
浜
岡
原
子
力
発
電
所

の
停
止
理
由
と
さ
れ
た
東
海
地
震
の
ほ
か
、
東
南
海
や
南
海
を

合
わ
せ
た
「
三
連
動
地
震
」
の
影
響
が
常
々
指
摘
さ
れ
る
地
震

危
険
地
帯
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
東
洋
経
済
の
名
古
屋
支
社
も

今
年
１
月
下
旬
に
大
津
通
り
に
面
し
、
名
古
屋
証
券
取
引
所
か

ら
歩
い
て
１
分
に
あ
る
２
０
０
６
年
竣
工
の
ビ
ル
に
移
転
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ビ
ル
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ

た
１
９
６
４
年
竣
工
の
ビ
ル
で
し
た
。
支
社
は
そ
こ
に
竣
工
の

年
に
入
居
し
ま
し
た
の
で
、
今
回
の
移
転
は
実
に
半
世
紀
ぶ
り

の
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
移
転
に
合
わ
せ
て
ブ
リ
タ
ニ
カ
の

大
百
科
事
典
や
日
本
美
術
全
集
を
処
分
し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ

も
当
時
の
応
接
セ
ッ
ト
版
で
す
。
し
か
し
、
今
や
Ｃ
Ｄ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
代
替
可
能
で
、
古
書
店
で
も
引
き
取
る
と
こ
ろ

は
あ
り
ま
せ
ん
。
時
代
の
変
化
を
感
じ
ま
す
。

　

３
月
の
定
例
講
演
会
は
「
日
本
の
展
望
」
で
京
都
大
学
大
学

院
の
中
西
輝
政
教
授
、「
政
局
動
向
」
で
朝
日
新
聞
の
星
浩
編

集
委
員
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

（
日
暮 
良
一
）

２０６
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�Ｑ　

東
京
の
経
済
倶
楽
部
の
主
な
事
業
は
何
で
す
か
。　

Ａ　

毎
週
金
曜
日
の　

時　

分
か
ら
２
時
近
く
ま
で
開
か
れ
る

１２

４０

定
例
講
演
会
が
い
ち
ば
ん
の
事
業
で
、
東
洋
経
済
ビ
ル
９
階
の

ホ
ー
ル
が
会
場
で
す
。
年
に
約　

回
、
毎
週
末
に
日
本
橋
へ
出

４５

か
け
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
会
員
が
多
数
お
ら
れ
ま
す
。

　

講
演
は
い
ず
れ
も
一
流
講
師
に
よ
る
充
実
し
た
も
の
で
、
経

済
、
経
営
、
政
治
、
国
際
を
中
心
に
、
時
折
、
健
康
、
教
養
の

テ
ー
マ
ま
で
幅
広
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
講
演
を
読
み
や

す
く
編
集
し
た
『
経
済
倶
楽
部
講
演
録
』
が
毎
月
、
届
け
ら
れ

ま
す
の
で
、
欠
席
の
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
出
席
し
た
場
合
で
も

読
み
直
し
て
く
だ
さ
る
会
員
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
毎
月
の
経
済
金
融
懇
話
会
、
物
申
す
会
（
会
員
相
互

の
勉
強
会
で
い
ず
れ
も
無
料
）
の
ほ
か
、
有
料
で
事
業
所
見
学

会
（
年
２
回
）、
ミ
ニ
見
学
会
（
随
時
）、
銷
夏
・
忘
年
パ
ー
テ

　

社
団
法
人
経
済
倶
楽
部
（
東
京
）
ご
紹
介
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ィ
、
ゴ
ル
フ
親
睦
会
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
毎
週
、
講
演
会
の
あ

と
ホ
ー
ル
で
映
画
鑑
賞
会
（
無
料
）
が
あ
り
内
外
の
名
画
が
上

映
さ
れ
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は
ご
家
族
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

Ｑ　

会
員
制
度
は
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
で
す
か
。

Ａ　

会
員
は
約
６
６
０
人
で
、
法
人
会
員
（
３
名
連
記
）
と
個

人
会
員
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
個
人
は
１
親
等
に
限
り
名
義
書

換
が
無
料
で
、
半
年
会
費
が
４
万
２
０
０
０
円
で
す
。
入
会
は

会
員
の
紹
介
が
基
本
で
す
が
、
紹
介
の
な
い
場
合
で
も
入
会
可

能
で
す
。
会
員
は
講
演
会
の
聴
講
、『
経
済
倶
楽
部
講
演
録
』

の
講
読
、
各
種
企
画
へ
の
参
加
、
ホ
ー
ル
や
会
議
室
利
用
・
食

事
・
書
籍
雑
誌
購
入
な
ど
で
割
引
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ　
『
経
済
倶
楽
部
講
演
録
』
だ
け
講
読
し
た
い
の
で
す
が
。

Ａ　

そ
の
よ
う
な
ご
希
望
を
し
ば
し
ば
い
た
だ
き
ま
す
が
、

『
講
演
録
』
は
経
済
倶
楽
部
の
会
員
し
か
定
期
購
読
で
き
ま
せ

ん
。
裏
表
紙
に
「
定
価
５
２
５
円
」
と
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
会
員
が
折
々
、
友
人
な
ど
に
進
呈
し
た
い
と
希
望
さ
れ

た
場
合
な
ど
の
た
め
の
も
の
で
す
。


